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研究成果の概要（和文）：本研究では、フランスの歴史のなかで宗教が果たしてきた公共的役割を再検討した。また、
日本の政教関係史をライシテの観点から読み直すとともに、ケベックの間文化主義の生成をその歴史のなかに位置づけ
る課題に取り組んだ。その結果、特に明らかにすることができたのは、ライシテにしばしば分離と管理の両義的な側面
があるということである。また、ライシテと宗教の関係は記憶というテーマとも深いかかわりをもつことについての見
通しを得ることができた。

研究成果の概要（英文）：This research reexamined the public role of religion in French history. In 
addition, I reviewed the past researches of the structure of Japanese state-religion from the point of 
view of laicite, and also tried to place the emergence of Quebec’s interculturalism within its long 
history. The principal finding of this historical approach is that laicite has been used and interpreted 
ambiguously to mean both separation and control. I could also see that memory could be closely related to 
the themes of laicite and religion.

研究分野： 人文学（宗教学、フランス語圏地域研究）
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１．研究開始当初の背景 
 ライシテとは、諸宗教間の平等と宗教の自
由を保障する原理、またはその制度のこと。
大革命後のフランス社会で、反カトリック的
な要素をもはらみつつ形成されたこの「宗教
共存のシステム」は、社会統合の基本理念と
して、「世俗の時代におけるナショナル・イ
デオロギー」の役割も果たしてきた。 
 このようなライシテが現在、転機を迎え
ている。特にイスラームへの対応をめぐり、
ライシテを共生の原理として再定式化する
ことが急務になっている。 
 これまではライシテを「フランス的例外」
と見なす向きが強かった。現在でも、その
傾向は根強い。しかし他方では、ライシテ
を「脱フランス化」し、世界の政教関係を
「ライシテ」という観点からとらえかえす
動きがはじまっている。だが日本では、ラ
イシテの研究は立ち遅れている。フランス
（語圏）の研究動向を押さえること、日本
の政教関係をライシテの観点から見直すこ
との両方が必要とされている。 
本研究は、若手研究（B）「ライシテ（非宗

教性）の再定式化のために――フランス、ケ
ベック、日本を事例として」（22720029）の
課題を引き継ぎ、発展させようとしたもので
あって、研究の展開のひとつのポイントは、
フランスの宗教の公共性を見直す必要性で
ある。ライシテは「公共空間からの宗教の徹
底排除」と観念されることが多いが、実際に
は宗教はどのような公共的な役割を果たし
てきたのだろうか。このような問題意識が、
本研究の開始当初の背景にはある。 
 
２．研究の目的 
研究の全体構想は、近代の政教関係を再検

討し、「ライシテ」を共生社会の原理として
再構成するというものである。本研究では、
この大きな枠組みを念頭に、また今までの研
究成果をもとに、ライシテという政教構造に
おける宗教の公共性について検討する。具体
的には、次の 2 点に取り組む。 
（1）フランスの歴史のなかで諸宗教が果た
してきた公共的役割を見直し、社会空間にお
ける「宗教」の位置づけを理論的観点からも
考察する。 
（2）公的領域における「宗教」の扱いにつ
き、フランス、ケベック、日本を比較検討す
る。これは「フランス的例外」とされるライ
シテを「脱フランス化」して再構成する試み
に連なるものである。 
 
３．研究の方法 
理論的仮説の構築と修正、資料と文献の

読み込み、フィールドワークを有効に組み
合わせた包括的アプローチを用いる。 
フランス（語圏）の研究動向を押さえつつ、

日本の政教関係をライシテの観点から見直
すことが必要であることに鑑み、フランス、

ケベックのことはおもに日本語で、日本の
ことはおもにフランス語で発信することを
念頭に置く。 
（1）フランスのライシテと宗教の公共性に
ついては、「市民宗教」「公共宗教」概念の見
直しをするとともに、革命以来のおもにカト
リックの論者たちの言説分析を行なう。20
世紀後半以降のライシテの変貌の様子につ
いても、資料・文献に基づきながら明らかに
する。 
（2）公的領域における「宗教」の扱いにか
んしては、ケベックについては特に間文化主
義の生成に注目する。日本については、非仏
語圏にライシテという観点が有効かを問う
ことでライシテ概念を鍛え直す一方、日本の
政教関係の特質を浮き彫りにする。 
 
４．研究成果 
（1）フランスのライシテと宗教の公共性の
見直しについては、以下のような成果を挙げ
た。①ルソーの市民宗教概念が 19 世紀の論
者たちにどのように受け止められたのかを
検討した。②カトリックと実証主義を両立さ
せようとしたシャルル・モーラスの宗教論と
ナショナリズム論について検討した。③ジャ
ン・ジョレスの社会主義思想のなかにどのよ
うな形で宗教性が現われているかを分析し、
ライシテの枠組みのなかにおいて宗教がど
のような公共性を発揮しうるかについて検
討した。④20 世紀初頭のライシテの争点が
「分離」にあるとすれば、20 世紀最後の四半
世紀以降のライシテの争点は「承認」にある
という展望のもとに、フランスにおいては宗
教の公共性を承認する際にどのような問題
が生じうるのかを検討した。⑤フランスのラ
イシテにはもっぱら「厳格な分離」のイメー
ジがつきまとうが、イスラームを扱う際には
しばしば「管理」の論理が現われることを、
歴史の事象と現代の動向から明らかにした。 
（2）日本のライシテをフランスやケベック
のライシテとの比較のなかで位置づけると
いう課題については、以下のような成果を挙
げた。①ライシテの要素的理解により、日本
の近現代のライシテの特徴を分析した。②近
代化のなかで宗教が周辺化され、宗教が国家
の監視下に置かれるなかでの分離が達成さ
れる全体的な方向性は日仏において共通し
ていると言えるが、その一方で、良心の自由
と信教の自由を人権の観点から位置付ける
ことの実質的な意味合いには違いがあるこ
とを提示した。②ケベックと日本には、宗教
的寛容の点で一見通じ合う点があるが、やは
り良心の自由と信教の自由の実質的な意味
合いには違いがあるのではないかという問
いを提示した。 
（3）ケベックのライシテについては、①ナ
ショナル・アイデンティティの再定式化と多
文化共生の要請のなかで、間文化主義がどの
ようなものとして生成してきているものな
のかを明らかにした。②また、フェルナン・



デュモンにおける記憶の問題が、後続世代に
どのように受け止められているかについて
の論考を発表した。 
（4）本研究を遂行するなかで、文学と宗教
性、医療と宗教性といったテーマについても
考察と分析を進めることができた。また、現
代フランスのアクチュアリティの動向（2015
年 1 月の「シャルリ・エブド事件」、11 月の
「パリ同時多発テロ事件」など）に応じた考
察も進めることができた。 
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